
 

 

 

 

 

  

 

【食中毒の年間患者数の多くはノロウイルスを原因としています】 

 全国の直近 10 年間の食中毒患者のうち、ノロウイルス食中毒患者の構成割合 

平成 24 年～令和元年 令和２年 令和３年 

第１位 第２位 第１位（42.7％） 

 

感 染 経 路 症   状 

<食品からの感染> 
 感染した人が調理などをして汚染された食品 
 ウイルスの蓄積した加熱不十分な二枚貝等 
<人からの感染> 
 患者のふん便やおう吐物からの二次感染 
 家庭や施設内などでの飛沫などによる感染 

<潜伏時間> 
 感染から発症まで 24～48 時間 
<主な症状> 
 吐き気、おう吐、下痢、腹痛、微熱 
 感染しても症状のない場合や、軽い風邪のよ

うな症状のことも 
 乳幼児や高齢者は、おう吐物を吸い込むこと

による肺炎や窒息にも要注意 

 
 
 
 
 

調理する人の健康管理 作業中などの手洗い 調理器具等の消毒 

 普段から感染しないように
食べものや家族の健康状態
に注意する。 

 症状があるときは、食品を直
接扱う作業をしない。 

 症状があるときは、すぐに責
任者に報告する仕組みをつ
くる。 

 普段から感染しないように
食べものや家族の健康状態
に注意する。 

 汚れの残りやすいところを
ていねいに 

 症状があるときは、食品を直
接扱う作業をしない。症状が
あるときは、すぐに責任者に
報告する仕組みをつくる 

 洗剤などで十分に洗浄し、煮
沸消毒やこれと同等の効果
を有する方法で消毒する。 

 塩素消毒液の濃度 
食器等の消毒:200ppm 
嘔吐物等の処理:1,000ppm 

◇ お問合せ先 岩手県 県民くらしの安全課 食の安全安心担当 （電話：019-629-5385） 

ノロウイルスによる食中毒にご注意！～冬が発生のピークです～ 

ノロウイルスによる食中毒予防のポイント 



 



 



令和 4 年度交通安全ポスターコンクール 
中学校の部【最優秀賞】滝沢市立滝沢南中学校３年 大川 茜さんの作品 

 

冬の交通事故防止県民運動を実施します！ 

 ■期間 

12 月 15 日（木）～12 月 24 日（土） 

 ■スローガン 

「確認の 甘さが苦い 事故を呼ぶ」 
■運動の重点  
① 冬道用タイヤ装着の徹底 
② 高齢者と冬休み中の子どもの 
交通事故防止 

③ スピードダウンの徹底 
④ 飲酒運転の根絶 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

【運転者】 

冬道の安全運転（いち､にっ､さん運動）

を心掛けましょう！ 

 １ 一割スピードダウンしよう。 

 ２ 二倍の車間距離をとろう。 

 ３ 三分早めに出発しよう。 

～絶対にしない、させない「飲酒運転」～ 

【歩行者】 

「止まる‐見る‐待つ」の安全行動と、

夕暮れ時や夜間に外出する時の反射材世

品の着用を心掛けましょう！ 

◇お問合せ先 消防安全課 県民安全担当（電話：019-629-5266） 

 



 
 新型コロナウイルス感染症を診断するための検査には、PCR 検査、抗原検査、抗体検査等

があり、いずれも人の細胞内にウイルスが存在しているかどうかを診断するための検査で

す。 

家庭内において、体調が気になる場合に自主検査を行い、確実な医療機関の受診につな

げるため、薬局等で抗原検査キットが市販されています。国の承認を受けた医療用の抗原検

査キットは「体外診断用医薬品」と表示されていますが、「研究用」と称して市販されているも

のは性能等が確認されたものではないため注意が必要です。 

 

 

（１） 新型コロナウイルスへの感染のセルフチェックには、国が承認した「医療用検査薬」また

は「一般用検査薬」の抗原定性検査キットを使用するようにしましょう。 

（２） セルフチェック用として「医療用検査薬」または「一般用検査薬」の抗原定性検査キット

を購入する際には、薬剤師の説明等を受け、正しく使うようにしましょう。 

（３） 悪質なインターネット通販サイトで取引をしないために、購入の際には販売事業者の情

報を確認しましょう。 

 

おかしいな？と思ったら、一人で悩まず、まずは相談！ 

専用の相談電話、消費者ホットライン「１８８（いやや）」にお電話を！ 

お近くの市町村の相談窓口・県民生活センターがトラブル解決のお手伝いをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染のセルフチェックには国が承認した抗原定性検査キットを！ 

－購入時には薬剤師から説明を受けて正しく使用しましょう－ 

 

【問い合わせ先】 
 岩手県立県民生活センター 
 電話番号:019-624-2586 

トラブル防止のポイント 


